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【手続補正書】
【提出日】平成27年8月20日(2015.8.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリエステル繊維が、少なくとも（Ａ）ポリエポキシド化合物、（Ｂ）ゴムラテックス
、（Ｃ）クロロ変性レゾルシンの３種を含む第１処理剤によって被覆され、さらにその外
層としてレゾルシン・ホルマリン・ゴムラテックス（ＲＦＬ）を含む第２処理剤によって
被覆されてなるゴム補強用ポリエステル繊維コードであって、かつ、第１処理剤に含まれ
る（Ｃ）クロロ変性レゾルシンが、第１処理剤の固形分１００重量％に対して、０．２～
１０重量％であることを特徴とするゴム補強用ポリエステル繊維コード。
【請求項２】
　前記第１処理剤に含まれる（Ｂ）ゴムラテックスが、第１処理剤の固形分１００重量％
に対して３０～７０重量％であることを特徴とする請求項１に記載のゴム補強用ポリエス
テル繊維コード。
【請求項３】
　前記第１処理剤に含まれる（Ｃ）クロロ変性レゾルシンが、第１処理剤の固形分１００
重量％に対して０．５～５重量％であることを特徴とする請求項１～２のいずれかに記載
のゴム補強用ポリエステル繊維コード。
【請求項４】
　前記第１処理剤に含まれる（Ａ）ポリエポキシド化合物が、第１処理剤の固形分１００
重量％に対して３０～７０重量％であることを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載
のゴム補強用ポリエステル繊維コード。
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【請求項５】
　前記第１処理剤に含まれるゴムラテックスが、１種以上のゴムラテックスが混合されて
なるものであり、ゴムラテックスの全固形分１００重量％に対して、スチレンーブタジエ
ンゴムラテックスが５０～１００重量％含まれることを特徴とする請求項１～４のいずれ
かに記載のゴム補強用ポリエステル繊維コード。
【請求項６】
　前記第１処理剤に含まれる（Ａ）ポリエポキシド化合物、（Ｂ）ゴムラテックス、（Ｃ
）クロロ変性レゾルシンの３種の合計が、第１処理剤の固形分１００重量％に対して８５
～１００重量％であることを特徴とする請求項１～５のいずれかに記載のゴム補強用ポリ
エステル繊維コード。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれかに記載のゴム補強用ポリエステル繊維コードにより補強された
ホース。
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